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社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
、
社
協
）

は
、
民
間
の
社
会
福
祉
活
動
を
推
進

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
営
利
を
目

的
と
し
な
い
民
間
組
織
で
す
。
昭
和

26
年
（
１
９
５
１
年
）
に
制
定
さ
れ

た
社
会
福
祉
事
業
法
（
現
「
社
会
福

祉
法
」）
に
基
づ
き
、
す
べ
て
の
都

道
府
県
、
市
区
町
村
に
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
社
協
が
、
高
齢
者
・

障
害
者
・
子
ど
も
た
ち
等
、
地
域
の

す
べ
て
の
人
び
と
が
住
み
慣
れ
た
ま

ち
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き

る
「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現

に
向
け
て
、
広
く
、
社
会
福
祉
・
地

域
福
祉
に
か
か
わ
る
個
人
・
団
体
（
住

民
や
、
社
会
福
祉
を
目
的
と
す
る
事

業
関
係
者
）
の
参
加
を
得
て
、
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
都
道
府
県
社
協
は
、
市
区
町
村
社

協
が
行
う
事
業
（
社
会
福
祉
法
第
109

条
）
の
中
で
県
内
で
広
域
的
に
行
う

こ
と
が
適
切
な
事
業
を
行
う
ほ
か
、

社
会
福
祉
を
目
的
と
す
る
事
業
の
従

事
者
の
養
成
・
研
修
、
経
営
に
関
す

る
指
導
・
助
言
、
市
町
社
協
の
相
互

の
連
絡
・
調
整
を
行
う
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
（
社
会
福
祉
法
第
110
条
）。

　
と
は
い
え
、「
し
ゃ
き
ょ
う
」
と

聞
い
た
時
に
思
い
浮
か
べ
る
の
は
、

住
民
に
身
近
な
地
域
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
市
区
町
村
社
協
で
あ
る

こ
と
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
県
社
協
広
報
誌
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
第

１
号
で
あ
る
本
号
で
は
、
長
崎
県
社

協
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
る

組
織
な
の
か
、
そ
の
概
要
を
お
伝
え

し
ま
す
。

県社協って
どんなとこ︖

けんしゃきょう

社
会
福
祉
協
議
会「
し
ゃ
き
ょ
う
」

っ
て
ど
ん
な
と
こ
？

平成29年度 長崎県社会福祉協議会 組織図

運営適正化委員会事務局

会　　長

副会長（2名）

専務理事

事務局長

総務課

福祉総務部

生活福祉課

福祉人材研修
センター

地域福祉部

地域福祉課

施設団体課

振興課
ボランティア

福祉人材研修部

福祉あんしん
サポートセンター
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所長・副所長、5人の専門員と、

13人の支援員で支援を行います

地
域
福
祉
課

☎
０
９
５

－

８
４
６

－

８
６
１
８

　
市
町
社
協
に
お
け
る
県
全
域
で
の

地
域
福
祉
の
推
進
を
支
援
し
て
い
ま

す
。
市
町
社
協
活
動
の
充
実
強
化
に

向
け
、「
事
務
局
長
会
議
」「
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
研
修
会
」「
総
合
相

談
・
生
活
支
援
研
修
会
」
等
の
開
催

や
、
地
域
福
祉
関
連
の
制
度
政
策
等

へ
の
対
応
に
向
け
、
国
や
県
内
外
の

地
域
福
祉
関
連
情
報
を
収
集
・
整
理

し
、
市
町
社
協
へ
適
宜
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
支
え
合
い
を
よ
り
進
め
て

い
く
団
体
で
あ
る
長
崎
県
市
町
社
会

福
祉
協
議
会
連
絡
協
議
会
や
、
長
崎

県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
、
長

崎
県
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
等

の
事
務
局
業
務
を
行
う
こ
と
で
支
援

し
て
い
ま
す
。

　
長
崎
県
市
町
社
会
福
祉
協
議
会
連

絡
協
議
会
は
、
県
内
21
社
協
に
よ
り

構
成
さ
れ
、
研
修
や
情
報
交
換
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
長
崎
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
は
、
県
下
民
生
委
員
・
児
童
委
員

相
互
の
連
携
を
は
か
り
、
活
動
に
つ

い
て
研
究
し
、
実
践
に
つ
な
げ
て
い

ま
す
。
本
年
は
、
民
生
委
員
制
度
創

設
100
周
年
、
児
童
委
員
制
度
創
設
70

周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
の
年
に
あ

た
り
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動

の
さ
ら
な
る
発
展
と
充
実
に
向
け
て

記
念
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
長
崎
県
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡

会
は
、
県
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
や
個
人
会
員
等
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
発
災
時
に

お
け
る
連
携
体
制
づ
く
り
や
、
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
の
開
催
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。

長
崎
県
福
祉
あ
ん
し
ん

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
認
知
症
高
齢
者
や
、
知
的
・
精
神

障
害
者
等
で
、
日
常
生
活
に
不
安
が

あ
る
方
々
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

支
援
や
金
銭
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
県
内
13
箇
所
の
実
施
拠
点

で
、
１
，０
０
０
人
を
超
え
る
方
々

の
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
振
興
課

☎
０
９
５

－
８
２
７

－

４
８
７
２

　
長
崎
市
出
島
町
に
あ
る
出
島
交
流

会
館
５
階
の
県
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
り
ま
す
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

関
す
る
相
談
支
援
や
情
報
提
供
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
先
の
紹
介
、
視
聴

覚
教
材
や
高
齢
者
疑
似
体
験
セ
ッ
ト

等
各
種
機
材
の
貸
し
出
し
に
よ
る
体

験
学
習
の
支
援
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
助
成
金
情
報
と
し
て
毎
年
作
成
し

配
布
し
て
い
る
『
助
成
金
ガ
イ
ド
』

は
大
変
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
併
せ

て
、
企
業
・
団
体
等
が
行
う
社
会
貢

献
活
動
も
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま

す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
興
味
を
持
ち
、
気
軽
に
参

加
で
き
る
き
っ
か
け
づ
く
り
や
機
会

提
供
の
た
め
の
各
種
講
座
（
傾
聴
・

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
）
や
毎
年
７

月
１
日
～
９
月
30
日
に
開
催
す
る

『
サ
マ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
』
に
よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
活
性
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
長
崎
県
の
指
定
管
理
を

受
け
て
県
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
セ
ン
タ
ー
に

登
録
し
て
い
る
非
営
利
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
や
市
民
活
動
団
体
に
対
し

て
、
活
動
拠
点
と
な
る
会
議
室
等
を

無
料
で
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る

相
談
支
援
や
活
動
活
性
化
の
た
め
の

対
象
・
目
的
別
の
各
種
研
修
会
を
県

下
全
域
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
一
般
の
方
を
対
象
と
し

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
基
礎
講

座
、
活
動
団
体
間
の
分
野
を
越
え
た

交
流
に
よ
る
活
動
活
性
化
を
目
的
と

し
た
活
動
紹
介
・
情
報
交
換
会
の
開

催
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ
ー
ル
マ
ガ

ジ
ン
等
に
よ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
関
す
る
各
種
情
報
の
提
供
等

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
毎
週
月
曜
日
が
休
館
日
。
平
日
は

22
時
ま
で
、
土
・
日
は
17
時
ま
で
開

館
し
て
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中
の
け
が
や

賠
償
責
任
を
補
償
す
る
『
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
保
険
』
の
県
内
の
と
り
ま
と
め

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
い

方
・
興
味
が
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。
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施
設
団
体
課

☎
０
９
５

－

８
４
４

－

２
０
５
６

　
県
内
に
あ
る
高
齢
者
、
障
害
者
、

児
童
関
係
福
祉
施
設
の
種
別
団
体
の

う
ち
、
左
記
の
各
団
体
の
事
務
局
事

務
を
主
に
担
当
し
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
社
会
福
祉
法
人
経
営
支
援

事
業
（
社
会
福
祉
法
人
の
経
営
に
関

す
る
社
会
保
険
労
務
士
等
専
門
職
に

よ
る
相
談
支
援
）
や
県
福
祉
保
健
部

長
と
の
意
見
交
換
会
の
実
施
を
は
じ

め
、
長
崎
県
社
会
福
祉
法
人
経
営
者

協
議
会
が
昨
年
８
月
よ
り
実
施
を
開

始
し
た
「
生
計
困
難
者
レ
ス
キ
ュ
ー

事
業
」
に
お
け
る
事
務
局
、
共
同
受

注
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
、
各
種
別
に

お
け
る
九
州
及
び
全
国
組
織
と
の
連

絡
調
整
業
務
等
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
は
九
州
社
会
福
祉
協

議
会
連
合
会
（
通
称

：

九
社
連
）
社

会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会
の
事
務

局
も
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
各
団
体
へ
の
加
入
等
に
つ
い
て
お

尋
ね
に
な
り
た
い
方
は
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
５

－
８
４
６

－

８
６
５
６

　『
専
門
性
の
高
い
福
祉
人
材
の
発

掘
、
養
成
と
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の

向
上
』
を
平
成
29
年
度
の
重
点
事
項

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

「
福
祉
の
お
仕
事
」
で
検
索

　
求
人
求
職
の
登
録
と
就
労
斡
旋
を

実
施
（
県
北
地
域
を
一
部
佐
世
保
市

社
協
福
祉
人
材
バ
ン
ク
に
委
託
）
し

て
い
ま
す
。
福
祉
・
介
護
の
就
職
合

同
面
談
会
を
年
３
回
実
施
、
11
月
11

日
の
介
護
の
日
に
ち
な
ん
だ
「
な
が

さ
き
介
護
あ
り
が
と
う
フ
ェ
ア
」
は

今
年
で
３
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
地
域
や
学
校
で
の
福
祉
職
場
Ｐ
Ｒ

や
、
中
・
高
生
を
対
象
と
し
た
基
礎

講
座
の
ほ
か
、
介
護
に
対
す
る
イ
メ

ー
ジ
を
変
え
る
た
め
に
親
子
や
教
員

を
対
象
に
実
施
す
る
「
し
ご
と
学
び

体
験
ツ
ア
ー
」
で
は
、
「
ち
ゃ
ん
と

お
年
寄
り
の
方
を
思
っ
て
笑
顔
で
働

い
て
い
て
す
ご
い
な
ぁ
（
小
学
生
）」

「
専
門
的
な
知
識
を
活
か
し
、
家
族

の
負
担
や
不
安
を
軽
減
し
て
く
れ
る

仕
事
（
保
護
者
）」
「
ド
ラ
マ
な
ど
で

の
大
変
な
イ
メ
ー
ジ
と
違
い
、
む
し

ろ
介
護
の
仕
事
以
上
に
楽
し
い
仕
事

は
無
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た

（
中
学
生
）」「
大
変
だ
け
じ
ゃ
な
く

楽
し
い
、
私
た
ち
と
同
じ
だ
と
感
じ

た
（
教
職
員
）」
と
い
っ
た
声
が
あ
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
人
材
確
保
・
定
着
対
策
の

一
翼
を
担
う
「
福
利
厚
生
」
に
関
し

て
は
、（
社
福
）
福
利
厚
生
セ
ン
タ

ー
長
崎
地
方
事
務
局
と
し
て
、
様
々

な
会
員
交
流
事
業
等
を
企
画
・
実
施

し
て
い
ま
す
。

「
ソ
ウ
ェ
ル
ク
ラ
ブ
」
で
検
索

■
研
修
事
業

　
初
任
者
・
中
堅
・
チ
ー
ム
リ
ー
ダ

ー
・
管
理
者
の
４
つ
の
段
階
に
分
類

し
て
、
各
段
階
で
期
待
さ
れ
る
役
割

や
課
題
解
決
の
方
法
を
学
ぶ
「
生
涯

研
修
」
、
課
題
・
業
種
・
職
種
別
の
テ

ー
マ
に
よ
る
「
専
門
研
修
」
や
、
６

の
メ
ニ
ュ
ー
を
擁
す
る
「
出
張
セ
ミ

ナ
ー
」
を
企
画
・
開
催
し
て
い
ま
す
。

「
福
祉
の
研
修
　
長
崎
県
」
で
検
索

■
企
画
情
報
関
係
事
業

　
こ
の
広
報
誌
の
発
行
や
本
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
福
祉
功
労
者
・
団
体
の
功

を
讃
え
労
を
ね
ぎ
ら
う
本
会
会
長
表

彰
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【事務局を担当している種別団体一覧】

①長崎県社会福祉法人経営者協議会

　会員数：156法人

　会　長：佐藤 正明（社会福祉法人文珠会）

②長崎県老人福祉施設協議会

　会員数：261施設

　会　長：阿比留 志郎（丸山）

③長崎県身体障害児者施設協議会

　会員数：20施設

　会　長：佐藤 正明（常明園）

④長崎県授産施設協議会

　会員数：50施設

　会　長：江口 司（三彩の里）

⑤長崎県児童養護施設協議会

　会員数：14施設

　会　長：安河内 愼二（マリア園）

⑥長崎県里親会

　会員数：63世帯

　会　長：糸永 真利子

⑦街かどのふれあいバザール運営委員会

　会員数：77施設

　会　長：竹内 一（ながさきワークビレッジ）
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生
活
福
祉
課

　
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
等
の
実

施
主
体
と
し
て
、
市
町
社
協
に
窓
口

を
お
願
い
し
県
民
の
皆
様
が
安
定
し

た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
必
要
な
資

金
の
貸
し
付
け
や
相
談
支
援
を
と
お

し
て
、「
世
帯
を
応
援
」
し
て
い
ま
す
。

　
県
内
の
市
町
社
協
等
か
ら
寄
せ
ら

れ
る
貸
し
付
け
に
関
す
る
相
談
や
申

し
込
み
を
受
け
付
け
る
と
と
も
に
、

貸
し
付
け
に
係
る
各
種
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。

『
子
ど
も
の
大
学
へ
の
進
学
費
用
を

借
り
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
？
』

『
転
居
を
考
え
て
い
る
が
、
引
越
し

に
か
か
る
費
用
を
ど
う
に
か
で
き
な

い
だ
ろ
う
か
？
』

『
住
ん
で
い
る
家
の
老
朽
化
が
激
し

く
改
築
を
し
た
い
が
、
改
築
費
用
が

足
り
な
く
て
困
っ
て
い
る
』

等
多
く
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
、
貸
し

付
け
の
条
件
や
必
要
性
に
応
じ
て
貸

し
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

総
務
課

☎
０
９
５

－
８
４
６

－

８
６
０
０

　
人
事
労
務
、
管
理
運
用
計
算
（
給

与
計
算
、
年
末
調
整
な
ど
）、
会
計

処
理
、
寄
付
金
の
受
付
、
会
員
の
管

理
、
長
崎
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

管
理
、
退
職
共
済
、
会
計
研
修
会
の

開
催
等
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
外
的
に
は
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

と
モ
ラ
ル
」、
内
的
に
は
「
各
部
署

が
円
滑
に
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
」
を
常

に
意
識
し
、
長
崎
県
に
お
け
る
地
域

福
祉
の
推
進
組
織
と
し
て
適
切
に
役

割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

「
縁
の
下
の
力
持
ち
」
的
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

い
た
り
、
両
者
の
話
し
合
い
の
場
に

立
ち
会
っ
た
り
す
る
中
で
、
状
況
の

整
理
や
法
律
の
基
準
や
契
約
内
容
に

そ
ぐ
わ
な
い
対
応
の
指
摘
、
分
か
り

に
く
い
説
明
内
容
の
確
認
・
誤
解
の

解
消
等
を
行
い
ま
す
。

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
の

運
営
監
視
に
つ
い
て
は
、
判
断
能
力

が
不
十
分
な
利
用
者
の
権
利
侵
害
等

不
適
切
な
運
営
が
さ
れ
て
い
な
い
か

定
期
的
に
報
告
を
受
け
る
等
し
て
監

視
し
、
必
要
に
応
じ
て
助
言
・
勧
告

を
行
っ
て
い
ま
す
。

運
営
適
正
化
委
員
会

☎
０
９
５

－

８
４
２

－

６
４
１
０

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
か
ら
福
祉

サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
に
対
す
る
苦

情
等
の
相
談
が
あ
っ
た
際
の
支
援
や

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
の
運

営
監
視
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
苦
情
に
対
す
る
支
援
は
、
利
用
者

が
サ
ー
ビ
ス
を
納
得
し
て
利
用
で
き

る
よ
う
、
両
者
の
話
し
合
い
を
中
心

に
行
い
、
例
え
ば
相
談
者
や
事
業
者

等
の
話
を
、
第
三
者
的
な
立
場
で
聞

≪生活福祉資金貸付制度≫

　所得の少ない世帯や障害者、高齢者のいる世帯が、

地域で安定した生活を送ることができるよう、低利

子または無利子での貸し付けと必要な相談支援を行

う制度です。

【問い合わせ先】　☎０９５-８４６-８６３９
※生活福祉資金貸付に関する相談や申し込みは、

お住まいの市町社協または、地区の民生委員まで

どうぞ

≪その他の貸し付けの制度≫

　保育士や介護福祉士等の育成、就職（再就職）等

をサポートし、福祉人材の確保を目的とした貸し付

けを実施しています。

　児童養護施設退所者や、就職に有利な資格の取得

を目指すひとり親家庭の親を支援するための貸し付

けも行っています。

【問い合わせ先】　☎０９５-８９４-４０２７

＜賛助会員加入のお願い＞

　「誰もが安心して暮らすことがで

きる福祉のまちづくり」の実現に

向けて、県社協の事業・運営に多

くの方々の理解とご参画をいただ

きたく、「賛助会員」としてご支援

をお願いしております。

　賛助会費（年額：一口）は、個

人3,000円、法人等50,000円です。

詳しくはお問い合わせください。

特　集
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式典では緊張も見えた参加者も、グループ
ワークで話すうちに笑顔も見られるように。

　
早
期
離
職
が
多
い
と
指
摘
さ
れ
る

福
祉
・
介
護
業
界
で
、
県
内
の
新
規

入
職
者
同
士
で
悩
み
の
相
談
や
励
ま

し
合
い
の
で
き
る
関
係
を
つ
く
る
こ

と
に
よ
り
職
場
定
着
へ
つ
な
げ
る
こ

と
を
目
的
に
、
長
崎
県
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
県
内
の
32
法
人
52
施
設
・
事
業
所

か
ら
101
名
が
参
加
し
、
新
人
職
員
代

表
と
し
て
濵
出
千
尋
さ
ん
が
誓
い
の

言
葉
、
先
輩
職
員
代
表
と
し
て
高
本

絵
美
さ
ん
が
激
励
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。
式
典
後
、
池
元
正
美
氏
の
記

念
講
演
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
と
お

し
仲
間
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

福
祉・介
護
事
業
所
合
同
入
職
式

４
月
27
日

福祉人材研修センター発
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試 験 の 概 要試 験 の 概 要

受験の申込手順受験の申込手順

『受 験 の 手 引』
（受験申込書類等）
『受 験 の 手 引』
（受験申込書類等）

『受験の手引』の請求に際し取得した個人情報は、手引の発送業務のみに利用するものとし、第三者への提供等はいたしません。

注：『受験の手引』請求から到着まで1週間程度必要です。なお、記載漏れがある場合や料金不足

　　（本年6月より52円→62円になっています）の場合、送付いたしかねますのでご注意ください。

３．代金の支払： 『受験の手引』発送の際に同封される専用の払込用紙にて、ゆうちょ銀行

 （郵便局）またはその他の金融機関の窓口でお支払いください。

〒852－8555 長崎市茂里町3－24 長崎県総合福祉センター 2階

 長崎県社会福祉協議会　試験事務室
 TEL：095－894－4032

《電話応対・窓口請求日時：月～金曜日（祝日を除く）の9：00～17：00》

ホーム
ページ
で請求

窓口で

請求

「はがき」の裏面に、“『受験の手引』希望”と必要事項を記入し、送付

①「お名前（フリガナ）」　②「郵便番号」　③「住所」　④「電話番号」

⑤「勤務先名」　⑥「勤務先電話番号」　⑦希望部数（　）部

はがき

で請求

試験に関するお問い合わせ 及び

『受験の手引』請求･はがき送付先

http://www.nagasaki-pref-shakyo.jp

平成29年度 介護支援専門員実務研修受講試験のご案内
１．試 験 日 時： 平成29年10月８日（日）　午前10時開始

２．試 験 会 場： 長崎会場（長崎大学、長崎県総合福祉センター）

 佐世保会場（長崎県立大学佐世保校）

３．受験対象者： 一定の実務経験が必要　※詳細は『受験の手引』でご確認ください。

４．受験申込期間： 平成29年６月１日（木）～６月30日（金）　※消印有効

受験の申込に必要な書類（平成29年度介護支援専門員実務研修受講試験『受験

の手引』）を長崎県社会福祉協議会の「ホームページ」よりあらかじめ取り寄せ、

受験申込書及び必要な書類を完備の上、必ず受験申込期間内にご提出ください。

※「ホームページ」での請求のほか、「郵便はがき」「窓口」でも請求できます。

※受験申込には『受験の手引』が必要です！

１．販売価格：１冊につき800円（消費税・送料等含む）

２．請求方法：次のいずれかの方法によりご請求ください。

①“長崎県社会福祉協議会”の試験専用サイトに

　アクセス

※試験専用サイトを5月22日以降開設します。長崎県社会福祉協議会

のトップページにあるバナーからアクセスしてください。パソコン、

タブレット、スマートフォン、携帯電話からご覧いただけます。

長崎県社会福祉協議会試験事務室受付

（長崎市茂里町3－24 長崎県総合福祉

センター 2階）で必要事項（はがきで

請求する場合と同じ事項）を記入

注：本人確認書類（運転免許証等）の提示が必要

です。

②「受験の手引」請求情報入力フォームに必要事項を入力し、送信

注：携帯電話の場合は、「NTTドコモ（D2101Vを除く）」「SoftBank」「au」から請求可能です。

『受験の手引』請求受付期間

6月1日（木）～30日（金）
※締切間際に請求すると、出願締切
　に間に合わない可能性があります。

早めのご請求をお願いします！

平成29年度 介護支援専門員実務研修受講試験のご案内

福祉人材研修センター発
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長崎県共同募金会
社会福祉法人

〒852－8104 長崎市茂里町３番24号

TEL 0 9 5 （ 8 4 6 ） 8 6 8 2

FAX 0 9 5 （ 8 4 6 ） 8 5 6 5

E-mail：kyobo@akaihane-nagasaki.or.jp

HP：http://www.akaihane-nagasaki.or.jp

赤い羽根募金助成決定通知書交付式
（4 月 14 日）

歳末たすけあい助成決定通知書交付式
（2 月 28 日）

　
昨
年
70
回
を
迎
え
た

共

同

募

金

運

動

は
、

「
じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く

す
る
し
く
み
」
を
メ
イ

ン
テ
ー
マ
に
10
月
１
日

か
ら
半
年
間
に
わ
た
り

全
国
一
斉
に
運
動
が
展

開
さ
れ
、
本
県
に
お
き

ま
し
て
も
県
民
の
皆
様

方
の
温
か
い
ご
支
援
、

ご
協
力
に
支
え
ら
れ

て
、
無
事
運
動
が
終
了

い
た
し
ま
し
た
。

　
運
動
期
間
中
は
、
各

ご

家

庭

を

は

じ

め
、

小
・
中
・
高
等
学
校
や

企
業
な
ど
多
く
の
方
々

か
ら
沢
山
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

に
対
し
、
深
く
感
謝
い

た
し
ま
す
。

　「
赤
い
羽
根
募
金
」
に
は
、
総
額

で
１
６
４
，１
５
６
，
７
１
２
円
の
ご

寄
付
を
い
た
だ
き
、
本
年
３
月
開
催

の
配
分
委
員
会
の
審
議
を
経
た
の

ち
、
本
会
の
理
事
会
、
評
議
員
会
の

承
認
を
得
て
、
市
町
社
会
福
祉
協
議

会
が
行
う
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

事
業
な
ど
地
域
福
祉
事
業
費
、
社
会

課
題
の
解
決
や
地
域
の
福
祉
課
題
に

取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
へ
の
事
業
費
、
保
育
所
な
ど
の

福
祉
施
設
整
備
や
備
品
購
入
費
、
福

祉
車
両
「
赤
い
羽
根
号
」
の
整
備
費
、

ま
た
地
震
等
大
規
模
災
害
発
生
時
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
え
る
た
め

の
資
金
と
し
て
総
額
１
２
２
，
５
１

０
，０
０
０
万
円
の
助
成
が
決
定
し

ま
し
た
。

　
共
同
募
金
運
動
の
一
環
と
し
て
昨

年
12
月
に
実
施
し
た
「
歳
末
た
す
け

あ
い
運
動
」
に
は
、
総
額
４
５
，
４

１
１
，４
１
４
円
の
御
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
市
町
で
実
施
し
ま
し

た
「
歳
末
た
す
け
あ
い
」
に
寄
せ
ら

れ
た
募
金
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ

総
額
３
８
，１
６
３
，
０
９
０
円
の
助

成
が
決
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
で

支
援
を
必
要
と
さ
れ
る
方
々
へ
の
年

末
見
舞
金
等
に
有
効
に
活
用
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
歳
末
た
す
け
あ

い
・
長
崎
新
聞
社
歳
末
た
す
け
あ
い
」

に
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、
車
椅
子
等

の
福
祉
機
器
や
児
童
養
護
施
設
卒
業

生
に
対
す
る
就
職
・
進
学
支
度
金
、

車
椅
子
利
用
者
送
迎
用
福
祉
車
両

「
歳
末
た
す
け
あ
い
号
」
等
へ
総
額

５
，７
５
１
，
９
８
０
円
の
助
成
が
決

定
し
ま
し
た
。

＊
あ
り
が
と
う
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
＊

　
今
回
助
成
を
受
け
ら
れ
た
方
か
ら

ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
皆
様
へ
の
感

謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
）

こ
の
度
は
、
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
自
分
は
親

が
遠
く
に
い
て
と
て
も
社
会
人
に
な

る
た
め
の
お
金
が
無
く
て
困
っ
て
い

た
の
で
本
当
に
助
か
り
ま
し
た
。
い

た
だ
い
た
お
金
は
大
切
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
そ
し
て
社
会
に
出

て
沢
山
社
会
貢
献
を
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

（
児
童
養
護
施
設
の
卒
業
生
よ
り
）

第70回共同募金運動が終了しました︕
～皆様の温かいご支援とご協力に感謝いたします。～

共同募金
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毎
年
、
県
内
の
各
地
で
新
し
い
出

会
い
が
生
ま
れ
る
夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
体
験
。

　
昨
年
度
は
３
６
５
の
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
、
延
べ
３
，
０
５
４
人
が
参

加
、
多
く
の
交
流
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
誰
も
が
気
軽
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
期
間
（
７
月
１
日

か
ら
９
月
30
日
）
に
、
活
動
の
き
っ

か
け
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
県
民
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
理
解
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
や
っ
て

み
た
い
」
方
や
、「
い
ろ
い
ろ
な
活

動
を
や
っ
て
み
た
い
」
と
い
う
方
に

も
お
勧
め
で
す
。

【
体
験
期
間
】

：
７
月
１
日
か
ら
９
月

30
日
の
間
で
、
受
入
施
設
・
団
体
等

の
定
め
る
期
間

【
体
験
場
所
】

：

県
内
の
社
会
福
祉
施

設
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・

企
業
等

【
参
加
対
象
】

：

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
参
加
し
た
い
人

【
体
験
内
容
】

①
施
設
利
用
者
と
の
ふ
れ
あ
い
や
、

介
助
等
の
お
手
伝
い

②
施
設
行
事
へ
の
参
加
、
協
力
に
よ

る
利
用
者
と
の
ふ
れ
あ
い

③
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等

が
行
う
活
動
へ
の
参
加

④
そ
の
他
企
業
等
が
実
施
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加

【
留
意
点
】

○
経
費

：

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
活
動

の
諸
経
費
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保

険
料
、
活
動
場
所
ま
で
の
交
通
費
、

昼
食
費
用
等
）
は
、
参
加
者
が
負
担
。

○
体
験
の
申
込

：

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体

験
希
望
者
は
、
県
内
の
各
市
町
社
会

福
祉
協
議
会
へ
随
時
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※

参
加
が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合

は
、
必
ず
体
験
希
望
者
か
ら
参
加
予

定
施
設
等
に
ご
連
絡
を
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

長
崎
県
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
振
興
課

☎
０
９
５

－

８
２
７

－

４
８
７
２

ま
た
は
、
各
市
町
社
会
福
祉
協
議
会

へ
（※

連
絡
先
は
左
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
参
照
）

h
ttp

:/
/
w

w
w

.n
a
g

a
sa

k
i-p

ref-

sh
a
k

y
o
.jp

/
v
o
lu

n
teer/

サ
マ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
１
７

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
募
集

ボランティアのひろば
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（単位：円）

使　途　内　容

機関誌発行事業

顕彰・表彰事業

市町社協活動推進事業

全国九州大会研修会

ホームページ運営事業

市町社協・施設等訪問支援事業

計

金　額

1,424,279

939,324

1,754,335

292,242

358,020

60,800

4,829,000

貸借対照表

事業活動収支計算書 資金収支計算書

●一般会計

科　　　目

流動資産

固定資産

資産合計

Ｈ29年３月期

1,504,222

1,534,800

3,039,022

Ｈ28年３月期

594,628

1,466,545

2,061,173

増減率

253%

105%

147%

科　　　目

サービス活動収益

サービス活動外収益

特別収益

収益合計

サービス活動費用

サービス活動外費用

特別費用

費用合計

当期活動増減差額

前期繰越活動増減差額

基本金取崩額

基金取崩額

その他の積立金取崩額

その他の積立金積立額

次期繰越活動増減差額

Ｈ29年３月期

370,809

93,902

742,087

1,206,798

689,217

81,470

736,955

1,507,642

－300,842

206,491

0

259,697

6,742

9,955

162,133

Ｈ28年３月期

688,727

216,871

2,025

907,623

584,379

199,627

18,159

802,165

105,458

230,051

100

198,975

1,000

329,094

206,491

増減率

54%

43%

36646%

133%

118%

41%

4058%

188%

－285%

90%

0%

131%

674%

3%

79%

科　　　目

事業活動収入

施設整備等収入

その他の活動収入

収入合計

事業活動支出

施設整備等支出

その他の活動支出

支出合計

当期収支差額

前期支払資金残高

当期末支払資金残高

Ｈ29年３月期

396,711

620

687,848

1,085,179

503,446

11,326

－323,721

191,051

894,128

554,235

1,448,363

Ｈ28年３月期

725,092

13,020

247,993

986,105

409,960

2,576

243,092

655,628

330,477

223,758

554,235

増減率

54.7%

4.8%

277.4%

110.0%

122.8%

439.7%

－133.2%

29.1%

270.6%

247.7%

261.3%

（単位：千円） （単位：千円）

科　　　目

流動負債

固定負債

基本金

基金

積立金

その他の積立金

次期繰越活動収支差額

負債・純資産計

Ｈ29年３月期

88,037

279,515

154,420

851,563

1,372,115

165,436

127,936

3,039,022

Ｈ28年３月期

71,747

288,323

154,420

821,460

34,664

484,068

206,491

2,061,173

増減率

123%

97%

100%

104%

3958%

34%

62%

147%

収支計算書

●その他の特別会計

Ｈ29年３月期

2,207,397

423,157

1,784,240

134,964

105,268

29,696

Ｈ28年３月期

2,290,174

453,300

2,290,174

128,558

92,740

35,818

増減率

－3.6%

－6.6%

－22.1%

5.0%

13.5%

－17.1%

科　　　目

要保護不動産生活支援資金特別会計

収　入

支　出

繰越金

臨時特例つなぎ資金特別会計 

収　入

支　出

繰越金

Ｈ29年３月期

259,601

8,987

250,614

43,187

4,249

38,938

Ｈ28年３月期

13,506

8,667

4,839

47,471

4,637

42,834

増減率

1822.1%

3.7%

5079.0%

－9.0%

－8.4%

－9.1%

（単位：千円）

（単位：千円）

長崎県社会福祉協議会決算報告平成28年度

機関誌発行事業

顕彰・表彰事業市町社協活動推進事業

全国九州大会
研修会事業

ホームページ運営事業

市町社協・施設等訪問支援事業

科　　　目

生活福祉資金特別会計

収　入

支　出

繰越金

生活福祉資金貸付事務費特別会計

収　入

支　出

繰越金

平成28年度県社協への共同募金配分金の使途

県社協 Topics & Information
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平
成
29
年
度
県
社
協
事
業
計
画

　「
第
三
次
長
崎
県
社
協
地
域
福
祉
・

基
盤
強
化
計
画
」
等
に
基
づ
き
、
市

町
社
協
に
お
け
る
地
域
福
祉
・
生
活

課
題
解
決
の
支
援
、
福
祉
人
材
の
発

掘
・
養

成
・
確

保
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ

ラ

ン
テ
ィ
ア
等
市
民
活
動
の
促
進
、
日

常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
強
化
、
苦

情
解
決
事
業
の
推
進
、
生
活
福
祉
資

金
貸
付
事
業
の
活
用
促
進
、
生
計
困

難
者
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
の
運
営
支
援

な
ど
、
地
域
福
祉
の
担
い
手
と
し
て

役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
県
民
が
安

心
し
て
幸
せ
に
暮
ら
し
、
自
ら
の
生

命
の
尊
厳
を
実
感
で
き
る
福
祉
社
会

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

（
重
点
事
項
）

１
．
第
三
次
長
崎
県
地
域
福
祉
推

進
・
基
盤
強
化
計
画
及
び
長
崎
県

版
・
生
活
支
援
活
動
強
化
方
針
の

着
実
な
推
進
と
第
四
次
長
崎
県
社

協
地
域
福
祉
推
進
・
基
盤
強
化
計

画
の
検
討

２
．
市
町
社
協
に
お
け
る
「
地
域
の

福
祉
・
生
活
課
題
解
決
」
の
た
め

の
諸
活
動
の
支
援

３
．「
生
計
困
難
者
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
」

推
進
支
援
な
ど
社
会
福
祉
法
人
制

度
改
革
へ
の
対
応
及
び
「
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
事
業
」
の
支
援

４
．Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

等
市
民
参
加
活
動
の
推
進
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
の
振
興

５
．
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
、
苦

情
解
決
事
業
等
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
保
護
・
支
援
の
強
化
推
進

６
．
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
の
適

正
な
制
度
運
用
と
積
極
的
活
用

７
．
専
門
性
の
高
い
福
祉
人
材
の
発

掘
・
養
成
・
確
保
・
定
着
の
推
進

８
．
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
の

充
実
強
化
の
支
援

平
成
29
年
度
県
社
協
当
初
予
算

※

生
活
福
祉
資
金
等
特
別
会
計
収
支
を
除
く

科　　　目

会費・寄付金

分担金・負担金

補助金・助成金・受託金

事業収入・その他

配分金

受取利息・積立金取崩

前期繰越金

収入合計

予算額

24,406

31,270

245,801

160,234

0

395,633

209,871

1,067,215

科　　　目

運営事務費

事業費

分担金・負担金・助成金

借入金返済金

積立金

予備費

次期繰越金

支出合計

予算額

246,468

554,394

25,355

13,548

30,805

0

196,645

1,067,215

編 集 後 記

収　入 支　出 （単位：千円）

■■■行事予定■■■■■■■■■■■■■

福祉・介護職場への就職セミナー

福祉・介護の就職合同面談会【夏】

問 福祉人材センター

６月17日（土） 長崎県総合福祉センター

地域における総合相談・生活支援研修会

問 地域福祉課

７月17日（月）～19日（水） 出島交流会館

15年ぶりの本会広報誌リニューアル。その時も担

当していたのは因縁いやご縁でしょうか。今回は

待望のカラー化！表紙と裏表紙だけですが、それ

を活かしたものにしていきます。年4回発行の広

報誌とあわせて、随時更新する

ホームページやFacebookページ

もぜひご覧ください。

（15年前とは違い踏ん張りが　

きかないことを実感するS・Y）

県社協 Topics & Information
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■長崎純心大学 様 ■㈱タビックス
　ジャパン 様

■住友生命保険
　相互会社
　長崎支社 様

（左から）県認知症グループホーム連絡協議会
清水副会長、県老人保健施設協会土井会長、
県福祉保健部沢水部長、県老人福祉施設協議
会阿比留会長

自動車共済ＭＡＰ
（ 任 意 保 険 ）

●非営利の共済制度
●節約型のお得な掛金
●早くて親切な事故処理
●他保険会社等からの切替でも安心

共済制度のメリット

●ノンフリート等級（無事故割引等）、フリート
　優良割引などはそのまま引き継げます。

福祉車輛割引　3％
●消費税非課税措置の対象となる

福祉車両の契約の場合。

1

2

3

4障害者割引　10％
●ご本人（記名被共済者）、配偶者、

同居のご親族のどなたかが障害

者の認定を受けているご家庭の

契約の場合。

福祉施設割引　10％
●社会福祉施設が所有・使用する

自動車の契約の場合。

福祉施設職員割引　5％
●社会福祉施設

　に勤務する役

　員・従業員の

　契約の場合。

長崎県火災共済協同組合 長崎市桜町4－1 商工会館8Ｆ
TEL０９５－８２２－９６９５

発行日■平成29年６月１日
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長
崎
県
で
は
、
玄
海
原
子
力
発
電

所
の
再
稼
動
を
見
込
み
、
県
と
関
係

団
体
が
協
力
し
て
原
子
力
災
害
に
お

け
る
同
原
発
か
ら
半
径
30
キ
ロ
圏
内

に
あ
る
高
齢
者
施
設
の
避
難
計
画
の

策
定
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
が
、
平

成
28
年
１
月
の
原
子
力
防
災
避
難
訓

練
や
一
般
災
害
避
難
計
画
策
定
に
係

る
関
係
団
体
と
の
協
議
に
お
い
て
、

原
子
力
災
害
な
ど
大
規
模
な
災
害
時

に
は
行
政
と
関
係
団
体
と
が
連
携
し

た
広
域
的
な
避
難
調
整
が
不
可
欠
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
県
と
関
係
団
体
と

の
応
援
協
定
の
締
結
が
必
要
と
の
意

見
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
基
づ
き
、
３
月
15
日
に
、

長
崎
県
、
長
崎
県
老
人
福
祉
施
設
協

議
会
、（
一
社
）
長
崎
県
老
人
保
健

施
設
協
会
、（
一
社
）
長
崎
県
認
知

症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
連
絡
協
議
会
の

４
者
間
で
、
災
害
対
策
基
本
法
に
規

定
す
る
災
害
等
の
発
生
時
に
、
被
災

し
た
高
齢
者
施
設
へ
の
応
援
を
迅
速

か
つ
円
滑
に
実
施
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　
協
定
書
で
は
、
県
の
応
援
要
請
に

よ
り
各
団
体
は
相
互
に
協
力
し
て
、

被
災
施
設
入
所
者
等
の
一
時
受
入
れ

の
た
め
の
施
設
の
提
供
や
食
料
・
生

活
用
品
等
の
提
供
、
介
護
職
員
等
の

派
遣
、
救
援
・
救
助
活
動
の
た
め
の

車
両
等
の
提
供
な
ど
に
つ
い
て
施
設

間
の
協
力
を
調
整
す
る
ほ
か
、
協
定

書
細
目
で
は
原
子
力
災
害
時
の
対
応

を
明
記
、
半
径
30
キ
ロ
圏
内
の
高
齢

者
施
設
の
避
難
応
援
に
関
し
、「
避

難
元
及
び
避
難
先
施
設
一
覧
」
に
基

づ
く
調
整
に
よ
り
、
避
難
先
の
施
設

に
安
全
、
迅
速
に
移
送
す
る
た
め
に

必
要
な
事
項
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
会
員
施
設
へ
の
周
知
徹

底
を
は
じ
め
、
県
・
関
係
団
体
間
で
、

協
定
に
規
定
す
る
協
力
内
容
の
調
整

方
法
な
ど
具
体
的
な
仕
組
み
づ
く
り

を
協
議
し
て
い
く
予
定
で
す
。

■
㈱
サ
ン
テ
ッ
ク
ス

様

■
平
成
28
年
度
シ
ー
サ
イ
ド
保
育
園

　
卒
園
児
保
護
者
一
同

様

■
江
口
　
惠

様

【
寄
付
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
】

長
崎
県
社
会
福
祉
協
議
会
　
総
務
課

☎
０
９
５

－

８
４
６

－

８
６
０
０

災
害
時
に
お
け
る
高
齢
者
施
設
へ
の

応
援
に
関
す
る
協
定
に
つ
い
て

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す




